※架空のサンプルです
ミドリ総合オフィス 経費精算クラウド ミドリ経費 
以下はすべて実演用の架空の商品設定です。
向く企業
複数拠点からの経費申請を、経理が月末にまとめて確認している企業。紙や表計算の申請内容の不足を見直したい企業。
機能
申請フォーム：領収書画像、金額、用途、拠点を入力。項目ごとに入力必須の設定ができる。
承認フロー：拠点の承認担当を経由して経理へ送る設定ができる。
進捗一覧：未承認・差し戻し・承認済みの状態を一覧で確認する。
CSV出力：承認済み申請をCSVで出力する。会計ソフトへの直接連携はこの資料では定義していない。
権限：申請者・承認者・経理管理者の役割を分ける設定ができる。
架空の価格帯・導入条件
月額基本料30,000円＋利用者1名あたり月額300円（税別という架空設定）。最低利用期間・初期支援費は個別確認。
利用人数は申請者・承認者を含めて確認する。従業員数をそのまま課金対象にしない。
初期設定 → 限定した拠点で試す → 問題点を見直す → 対象拠点を広げる。
導入期間は業務・承認ルート・データ移行条件を確認して決める。この資料に日数の約束はない。
提案で言えること・言えないこと
申請項目と承認の流れを整理する試行を提案できる。処理時間の削減率、残業の解消、セキュリティ認証、SSO対応、個別会計ソフトとの適合は、この資料から断定しない。




